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 平成２６年８月２０日  伸びよう 伸ばそう 青少年       第７号 

 

 

 

 

 
第１８回全日本アド連総会・研究集会 

 
                      ６月２１・２２日愛媛県松山市で開催 

第１８回全日本青少年育成アドバイザー連合会（全日本アド連）総会・研究集会を愛

媛県松山市の道後温泉古湧園で、愛媛県青少年育成リーダー協議会のお世話で盛会に開

催することができました。全国から６５名の青少年育成アドバイザーの方々が参加し、2

５年度の事業・会計及び監査報告承認と 2６年度活動方針・事業、予算計画を決めまし

た。また、全日本アド連会長表彰も行い９名の方を表彰しました。 

研究集会１日目は、[e-ネット安心講座]で現状と対応を学び、次に、昨年度の札幌大会

で参加者が決めた実践目標を、１年間どのように実践してきたかを検証するグループワ

ークを行いました。２日目は、午前中は『明治２８年の子規と漱石―新しい文学の夜明

けー』と題して松山市立子規記念館館長の竹田美喜先生の記念講演があり、子規と漱石

の出会いや、松山の二人の暮らし、子規の俳句に賭ける

壮絶な一生を聴き、正午前に全日程終了しました。 

今回の焦点は後継者養成の青少年育成アドバイザ

ー養成事業を過去３回の実績を評価、反省しよりよいも

のにするために、１年間開催を見送り、検討することに

なったということです。今まで、養成課程が簡単で安易

に過ぎるとか、受講生が偏っているとか、財政的基盤が

乏しいなど幾つかの問題や課題があり、継続的に取組に

はとうしたらよいか整理し構築することにしました。 
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育成課題に挑戦し存在感を示そう 
 

全日本青少年育成アドバイザー連合会長 宇野 晃  

 
残暑お見舞い申し上げ

ます。平成２６年度総会

を６月２１日に愛媛県松

山市で開催したところ、

多くのアドバイザーの皆

様が参加していただき、

また、愛媛県青少年育成

リーダー協議会の皆様に

は開催のため 1 年前から

準備していただき有意義な大会とさせていた

だき、感謝申しあげます。今、総会で決まっ

たことを、一つ一つ実行しているこのころで

す。 

アドバイザーは過去に 4 千余名の方が認定

されていますが、現在約１３,００名の方々が

都道府県アド連の組織に加入し活動されてい

ます。1 期から見れば３４年以上経ち、加齢

や一線から退任された方々が多くなり、組織

もだんだんと弱くなってきている感がします。

このため、新アドバイザー養成事業を過去３

回行い４月末までに７１名の方々を認定いた

しました。各県アド会の会員となって活躍し

ていることを聞きうれしく思っています。 

私の地元の愛知県では延べ３３名の方々が

新たに会員となり、事業の参加も積極的で、

今年度から３名の方々を役員として抜擢しま

した。新しい会員は先輩の会員の言動を見て

います。それだけに先輩アドバイザーはよく

勉強し後輩をリードする気概が必要になって

きて、組織の活性化が確実に進みつつありま

す。 

今年度、アド養成講習会は、過去３回開催

の中で、認定が安易すぎる、受講者が偏る、

事業収支が安定しない等の意見や課題があり、

それらを克服し次年度よりよいアド養成事業

を行うため検討することとしました。 

今日の育成環境は、つい最近まで、青少年

育成活動といえば、子ども会などの青少年団

体育成と有害図書や街頭パトロールといった

非行防止活動が主に挙げられますが、今日で

は、自然体験活動やキャリア教育、就労支援、

食育、ケータイ・スマートフォンの安全な使

い方など、個別的でかつ連携的な育成が求め

られています。それは、1 個人や 1 団体では

面倒見切れない、幅広い活動を必要とし、民

官一体となった。あるいは、青少年育成機関・

団体がタテ割りでなく横割りで連携をとって

包摂的に育成していくことが重要になってき

ます。 

私たちは「伸びよう 伸ばそう、青少年」

「地域の子どもは地域で育てよう」「大人が

変われば子どもの変わる」といったスローガ

ンを掲げていますが、日々の活動がとても重

要になります。「アドバイザーは認知されて

いない」といった声を聞きますが、生みの親

である青少年育成国民会議が無くなり、支え

てくれる団体は無くなりました。それだけに、

私たちは、まとまり自立しなければなりませ

ん。自立して青少年育成課題に挑戦し存在感

を示さなければなりません。 

全日本アド連は任意団体として存在し、財

政的に弱く、事務局体制も十分ではありませ

んが、地域における青少年育成では熱き思い

があります。この、想いを大切にして行動を

興していこうではありませんか。 

  おめでとう！ ２５年度全日本アド会長表彰者 
 

平成２５年度、各県アド連から推薦のあった模範的な

方を全日本青少年育成アドバイザー連合会会長から表彰

いたしました。 

名古屋市で開催された第２回理事会で推薦のあった

方々を審議し決定し、今回の総会に参加された方４名に

宇野会長から表彰状を渡しました。また、総会に参加さ

れない方は氏名を披露しました。 

表彰基準は、本規約の運営細則第 5 条に準じて「青少

年育成アドバイザーとして、青少年活動を通じて育成・

指導を概ね 10 年以上継続し、その功績が会の発展に寄

表彰を受ける知念 かねみさん（右） 
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与し、他の模範と認められる者」としました。 

受賞者（敬称略）は以下のとおりで、アド功績は推薦者の意見を参考に記しました。 

 

氏  名 県 名 青少年育成アドバイザー（略：アド）としての功績 

小田 元一 愛知 職業柄厳しい勤務状態にかかわらず、育成・指導を 20 年以上継続し、

アドの社会的地位の向上、少年犯罪対策や健全育成の方策などの相談助

言で活躍。青少年育成関係者にアド養成講習会参加を呼びかけ回るな

ど、県・全国アドの発展に大きく貢献している。（アド活動歴１１年） 

蒲  智美 岐阜 高校生の時から子ども会、ボーイスカウトのリーダーとして活躍。行政

職員時代も青少年担当をした。現在は自ら進んで青少年相手の「遊び塾」

等を開設し積極的に健全育成活動をしている。また、県アド協設立当時

から理事として会の発展のために尽くしている。（アド認定第４期生） 

坂田 一男 宮崎 中学校校長退職後、平成９年に１８期生としてアドバイザーの認定を受

け、翌１０年には宮崎県内のアドバイザーを結集して協議会を立ち上

げ、以後２２年まで会長を務め健全育成に貢献した。その後九州ブロッ

クの会長を務め現在も顧問として後進の指導に当たっている。 

田中 忠臣 鹿児島 町役場職員時代から青少年の健全育成に取り組み、種々の役員、委員を

務め地域の存在感は大きい。また、郷土芸能の指導者として、毎週、小

中学生を指導し、その成果を地域の運動会で披露し、喜ばれている。子

ども達には郷土愛や達成感を植え付け、現在も活躍中。 

知念かねみ 沖縄 平成７年にアドバイザー認定を受け、沖縄県アド連の理事を３年、平成

１４年５月から現在まで事務局長として沖縄アド連の組織運営の強化、

発展に貢献している。平成１８年から市内小中学校の学習支援や地域子

ども会夏休み勉強会の指導を行う。また、平成１０年より保護司として

青少年の犯罪予防，更生に尽力されている。 

鶴田 功 熊本県 小・中・高の PTA 会長を務め、また、少年補導員として相談助言に携

わり青少年健全育成に取り組んだ。平成８年に熊本県アド連を組織し以

来会長として会を牽引し、伝承遊び、野外活動、ボランティア活動、天

草方言等の指導をしている。また、九州ブロックアド会長や全日本アド

連副会長の役職も歴任した。 

浜田 豊高 高知 長年にわたり、地域の民生児童委員や子ども会指導者、少年補導員、交

通指導員、青少年県民会議青少年育成指導員、社会教育委員等歴任し、

青少年育成活動に大きく貢献した。地域住民はもとより行政の信頼も厚

く、多大な成果を挙げ、また県アド協議会の会員・副会長・理事（現在）

として、高知県アド協の活性化に活躍している。 

水谷 淨子 和歌山 長年にわたる更生保護関係の活動に携わる中で、青少年の健全育成や非

行防止の重要性を感じ第１５期アド認定を受けて育成活動に一層活発

に取り組んだ。現在、県アド会役員として高齢ながら会議や活動、事業

に等に参加し、その実績と前向きな姿勢が皆の模範となっている。 

村尾美智子 滋賀 「青少年育成アドバイザー滋賀の会」設立に奔走し、設立後は事務局長

として、研修会などの事業の企画・立案・周知から開催まで携わり、会

長を支えた。その後第３代会長に就任し県下健全育成をする会員を指導

した。村尾氏の存在なくしては、「滋賀の会」の誕生も継続もなかった。 

 

平成２６年度全日本アド連総会の報告 
 

総会は出席者１７名、委任状９名で成立し、谷本治副会長が議長に選ばれ平成２５年度事

業報告、２５年度一般・特別会計報告及び監査報告。平成２６年度活動・事業計画、２６年

度一般・特別会計案が審議され、報告と提案が一部修正を加え全会一致で承認されました。

以下概略を報告します。 

                     

１ 平成２５年度事業報告について 
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2５年度は次の３点を重点目標として取り組んだ。 

   １ 組織の活性化   ２ アドバイザー資質の向上   ３ 後継者の養成  

  

（１） 組織の活性化 
① 都道府県やブロック組織との連携 

会長、事務局長が中国・四国ブロック大会（8 月 31・9 月１日）、東海北陸ブロック大会（9 月

22・23日）、近畿ブロック大会（会長のみ 11 月 24 日）、に出席した。それぞれ「全日本アド連た

より」内容を紹介した。高知県アド協が 6 月、福井県アド協が 8 月に新たに加入し、佐賀県も再加

入した。しかし宮崎県アド連が解散脱退した。現在３５都道府県が加入している。 

② 「全日本アド連たより」の発行 

    ８月１８日第 4 号、12 月 20 日に第 5 号、3 月 31 日に第 6 号を発行（各４００部）し加盟県ア

ド会に送付した。また、ホームページにも掲載した。 

  ③ ホームページの作成 

「全日本アド連」又はhttp://adoren.jp/で検索できる。アド連たより 3 回やアド養成講習募集等を

載せた。 

④ 全国青少年育成県民会議連合会との連携 

 11 月 15 日岐阜県で開催された全国青少年育成県民会議連合会理事会にオブザーバーとして招き

いただき会長が出席し、全日本アド連の現

状と今後を説明した。当日内閣府青少年企

画・支援担当参事官加藤弘樹氏も出席され、

加盟県を増やすよう努力する、役割を考え

る等前向きな発言をされた。 

第３回アド養成講習会に後援をいただ

き、２月１４日のアド養成講習開講式に八

村輝夫会長が来賓として出席いただき「全

日本アド連との連携」を要望された。 

全国青県連加入県 19 県と、まだ少なく

拡充が課題で、全日本アド連として未加入

県へ働きかけていく必要があります。 

加盟県名：北海道、秋田県（理事）、宮城県、茨城県、栃木県、群馬県、山梨県（理事）、長野県、岐

阜県（副会長）、福井県、三重県、和歌山県（理事）、滋賀県、京都府、鳥取県（会長、事務局長）、

高知県、鹿児島県、福岡県、沖縄県（理事）。 

  ⑤ 表彰を行う 
     全日本アド連会長表彰は 9 名（P３参照）の方々、日本善行会推薦は小野キヨ子（東京都）、佐藤

節子（神奈川県）、宇野晃（愛知県）、松原登（岐阜県）、宮良祐成（沖縄県）の５名の方々で、11

月秋季表彰で受賞（銅賞）された。また、平成 26 年 5 月の春季表彰の銀賞推薦で鶴田功（熊本県）

氏、青少年団体表彰推薦で愛知県豊田市の荒井ジュニアクラブがそれぞれ受賞された。 

（２） アドバイザー資質の向上 
  ① 平成２５年度（第 17 回）全日本アド連総会・研究集会の開催 

北海道・東北ブロックアド連、北海道アド連が主管し札幌市の札幌サンプラザで開催し全国か

ら 42 名の仲間が参加した。研究集会メインテーマは「徹底討論：青少年育成アドバイザーの行

動力 UP 作戦」サブテーマは「青少年育成アドバイザーとして目指していること（夢）、実現で

きたこと、苦心していること」などを徹底討論して次回に研究集会につなげよう。で参加者がグ

ループに分かれ討議し行動目標を決め、次回研究集会で発表することとした。 

    第 18 回は中国・四国ブロックで開催することを決定。 

  ② 講師助言者のリストアップと紹介 

     東海北陸ブロックアド大会で萩原元昭（群馬大学名誉教授）氏、25 年度アド養成講習会で萩

原元昭、上村文三（旧青少年育成国民会議副会長）、久田邦明（神奈川大学講師）を招いた。 

  ③ アド養成講習会で既アドバイザーのフォローアップ研修も兼ねる。 

    岩手県１、神奈川県１、富山県２、岐阜県１、和歌山県１、愛媛県１、鹿児島県１、愛知県２

１、その他１ 計 30 名が参加した。 

（３）後継者の養成 

宇野会長も出席の全国県民会議連合会理事会 

http://adoren.jp/で検索できる。アド連たより3回やアド養成講習募集等を
http://adoren.jp/で検索できる。アド連たより3回やアド養成講習募集等を
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   平成 25 年度第 3 回青少年育成アドバイザーの養成講習会を行った。新受講者１９名、補講者１

名、既アドバイザーのフォローアップ者 30 名の計 50 名が参加した。新受講者は修了証を交付

した。その後、小論文提出し県アド会推薦を得た者を、4 月 19 日名古屋市で開催した認定委員

会で慎重審議し次の 18 名の方を第 3 期生として認定した。 

乗田 健吾 北海道 丹羽 祥幸 愛知県 古田 昌代 愛知県 

深井 嵩 富山県 齋藤 理 愛知県  水田 文和 愛知県 

石井 康之 兵庫県 梛野 友栄 愛知県 小松原 英治 愛知県 

桑江 郁子 沖縄県 本村 次郎 愛知県 早川 小百合 愛知県 

目野 三貴 岐阜県 川田 千幸 愛知県 多田 聡子 愛知県 

伊藤 昭子 岐阜県 赤堀 かをる 愛知県 海老原 景子 愛知県 

    今回の特徴として愛知県の参加者は就労支援や子育て支援など NPO に所属している   

方々が多かった。また、平成 24 年度参加で書類の提出が遅かった次の方々を認定した。 

川崎 みつ子 広島県 中濱 圭亮 広島県 

長尾 美香 広島県 小杉 雅彦 鹿児島県 

   なお、新青少年育成アドバイザー認定者は 1 期から 3 期で以下の 71 名となった。 

北海道 １ 富山県 ５ 愛知県 ３４ 広島県 ３ 

岩手県 １ 石川県 １ 和歌山県  ３ 鹿児島県 １ 

千葉市 １ 岐阜県 ９ 兵庫県  ６ 沖縄県 ６ 

 

   後 援 

    東京都荒川区東日本大震災復興集会６月 1８日（東京都江戸川区民の会、青少年育成アド東京

会）に名義後援した。 

 

２ 平成 2５年度会計報告及び監査報告 

 

（１） 平成２５年度 一般会計 決算報告 
収入の部                                   単位：円 

科  目 ２５年度予算額 ２５年度決算額  増  減      付 記 

会   費 １５０，０００  ９０，０００ △６０，０００ 会費 3000 

（２６県・個人 1・未納分

納入３）） 

繰 越 金   ３，１２７   ３，１２７        ０ 前年度繰越金 

そ の 他       ２       ２        ０ 利子 

合   計 １５３，１２９  ９３，１２９  △６０，０００  

支出の部                                   単位：円 

平成２５年度第３回アド養成講習会に受講した皆さん：愛知県青年会館 
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科  目 ２５年度予算額 ２５年度決算額  増  減      付 記 

会 議 費  ４３，０００  ４２，４００    △６００ 会場費 担当県 

事 業 費  ７０，０００  ５５，４５１ △１４，５４９       

 

 

事務費  ３０，０００  １５，１７１ △１４，８２９      印刷、用紙、封筒、角印 他 

通信費  ４０，０００  ４０，２８０     ２８０     切手、はがき、宅急便 

旅   費  ４０，０００  ４０，０００       ０      旅費補助 

予 備 費     １２９        0    △１２９       

合   計 １５３，１２９ １３７，８５１ △１５，２７８  

（収入の部）９３，１２９ －（支出の部）１３７，８５１＝（残高）△４４，７２２ 繰越金 

（残高）△４４，７２２円は次年度に繰り越します。（総会で承提案し承認される） 

※ 理由：会費収入の未回収により、44,722 円は赤字になりました。（会計 佐藤 節子） 

 

（２）平成２５年度 アドバイザー認定特別会計 決算報告 
収入の部                                   単位：円 

科  目 ２５年度予算額 ２５年度決算額  増 減      付 記 

アド認定料 

 

 １７５，０００ ２２０，０００ ４5,０００ 第２期生アドバイザー認定者

より 

その他   ３０，０００  ５３，０００ 23,０００ バッチ代 3３人×1,000 円  

寄付金 20,000 円 

合 計  ２０５，０００ ２７３，０００ ６８,０００  

支出の部                                  単位：円 

科  目 ２５年度予算額 ２５年度決算額  増 減      付 記 

会議費   １５，０００  １２，９００  △２,１００ 会場費 

事務費   １５，０００  １０，７８４   △４,２１６ 用紙 

通信費   ２５，０００  ２９，５６０   ４,５６０ 切手・宅急便、連絡通信 

旅 費 １００，０００  ７０，０００ △３０,０００ 交通費補助 

次回開催費   ３０，０００ １００，０００  ７０,０００ 第３回アド養成講習会負担金 

予備費   ２０，０００      ０ △２０,０００   

合計 ２０５，０００ ２２３，２４４  １８,２４４  

（収入の部）２７３，０００ －（支出の部）２２３，２４４＝（残高）４９，７５６  

（残高）４９，７５６円は次年度に繰り越します。 

 監査の結果、すべて適正に処理されており報告に相違ないことを認めます。 

 平成２６年６月１７日    監事 福田 悟 印    監事 伊藤 順子  印 

 

３ 平成２６年度活動方針及び事業計画 

１ 活動方針 
東日本大震災から３年経ちますが、早期復興を心より願い、できること

から支援していきたいものです。未来を担う青少年が健全に育つことは社

会共通の願いであり、社会発展の基礎をなすもので、青少年育成者アドバ

イザーの目標でもあります。 

（１） 青少年の現状 
2,000 年代から少子高齢化、高度情報通信化、経済のグローバル化、

格差の増大など目立ち始め、青少年においても、規範意識の低下、問題行

動の多様化、社会性の未熟、親子関係の希薄化、虐待や携帯ネット被害の

増加、ニート・引きこもりなど自立できない若者など様々な問題が生じ憂

慮すべき傾向が見られ取組むべき課題が多くあります。 

（２） 組織の現状 
今日、青少年育成アドバイザーは、調査によると 1,３００余名の方々が都道府県アドバイザー

組織に加入し活動をしていますが。多くは、青少年育成アドバイザーと言うより他の団体や役職

で活動している人がいて、組織的な独自的な活動が弱いのが現状であります。また、認定されて

いても事情により加入せず、会員の減少や組織の存続が危ぶまれているところもみられます。 

議長の谷本治氏 
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組織の弱体化の中で、後継者養成として新しいアドバイザーを誕生させました。新しい会員を

仲間に入れた県アド会は、会員数が増え組織の活性化が生まれ新たな青少年育成県民運動の担い

手として活躍しつつあります。 

（３） 青少年育成の基本 
青少年の健全育成は子どもの生まれながら持っている権利（生きる、育つ、守られる、参加す

る）を理解し、社会全体の責務として「伸びよう伸ばそう青少年」「青少年は地域社会から生き

る力をはぐくむ」という意識を持ち、担うべき役割を主体的に取組んでこそ前進あるといえます。 

とりわけ大人や保護者の役割は大きく、子どもの成長を支援するためには「大人が変わらなけ

れば、子どもも変わらない」のとおり、大人が襟を正し前向きに取り組む必要があり、青少年育

成アドバイザーは模範を示していくことです。 

（４） 青少年育成アドバイザーの役割 
その役割は 

➊地域の「隣のおじさんおばさん」としての声かけや相談等地道な活動の取り組み 

❷育成活動組織に関係し計画、準備、調整、募集等プログラムの実施への関わり 

❸育成課題解決のための地域連携の推進 

❹青少年育成県民会議を始め市町村青少年育成組織を支援し運営基盤づくりに力をそそぐ 

こと等が挙げられます。 

多くの県アド会は青少年育成県民会議等に加入し、理事等役職につき一定の影響力を持っ

ています。それだけに活気ある内に次世代のアドバイザー養成し組織の活性化を図ることが

重要です。 

（５） 青少年育成アドバイザーの養成 
全日本アド連の行う青少年育成アドバイザー養成は後継者の育成で本会の根幹にかかわる

事業で、認定・登録されたら各県アド連に加入し、さらに研鑽することを前提して過去 3 回、

内閣府や全国青少年育成県民会議連合会や主管アド連の県・教育委員会等の後援をいただき

実施してまいりました。現在 71 名の方々が認定され活躍しています。 

しかし、研修のボリュウムやアフターフォロの点、また財政基盤の脆弱など、問題や課題が

多くあり、さらに検討しよりよい養成事業にしていく必要があります。 

（６） 子ども・若者育成支援推進法との関係 
困難を抱える子ども若者の相談にのり支援組織につなぐ役割のユースアドバイザー養成が

モデル事業として各市で取組まれています。青少年育成アドバイザーはユースアドバイザー

養成講座に参加することや、組織として支援協議会のネットワークの中に入れるよう取組み、

できる分野を担うことが必要です。 

 2６年度重点方針 
2６年度は以上の観点を鑑み｢伸びよう伸ばそう青少年｣「地域の子どもは地域で育てよう」

のスローガンで、前年度の活動を積み上げ次の３点を重点として取り組みます。 

       １ 組織の活性化   ２ 後継者の養成   ３ 地域育成課題の挑戦 

 

２ 事業計画 
（１） 組織の活性化 
① 都道府県やブロック組織との連携 

各県の会長、事務局長等と連絡を密にして活動を把握し、先進的な活動を「全日本アド連

たより」等で紹介していきます。 

② 「全日本アド連たより」の発行 

      年３回発行し随時、活動の方向、事業の内容、県・市団の活動、参考になる提言、会員の

声などタイムリーに載せます。 

    ③ ホームページの作成 

現行化に務め、活動のＰＲ、事業予定、主張、提言、事業募集等を随時載せます。 

④ 全国青少年育成県民会議等連合会との連携 

青少年育成の声を纏め国へ働きかけるために全国的な組織が必要となり全日本アド連とし

て県民会議連合会と連携を深めてまいります。 

     ・未加入県民会議へ加入の呼びかけ  ・後継者養成事業の後援  ・情報交換 
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    ⑤ 表彰を行う 

      本会及び加盟団の発展に寄与した個人を各加盟都道府県 1名程度表彰する。又、（一社）日

本善行会の個人表彰（成人）も 5 名、銀賞（１名）、青少年（2

団体）の推薦も行っていきます。 

    ⑥ 第 1８回全日本アド連研究集会の開催  

総会を兼ね青少年育成課題を研究する。 

期日 平成 2６年 6月 2１日・2２日 

場所 愛媛県松山市道後温泉 

      第 1９回は近畿ロック和歌山県白浜温泉で開催予定。 

    ⑦ アドバイザーを支援する有識者会議の設立 

      多様化、専門化する青少年育成課題に対応するためアドバイザー

に協力的な専門家による支援会議をつくり意見やアイディアを得

ていきます。 

    ・青少年育成に造詣が深く協力的な講師助言者をリストアップし要請があれば紹介します。 

    ⑧ 既アドバイザーのフォローアップ研修を行う機会をつくる 

  ⑨ 全国都道府県アド連会長会議 

    青少年育成アドバイザー養成事業等が組織をあげてとりくめるよう検討する場とします。 

（２） 後継者の養成 
      過去 3 年間の後継者養成事業を評価反省し、よりよい青少年育成アドバイザーの養成事業

が継続的に開催できるよう後継者養成専門委員会を設置し取組んでいきます。 

  （３） 地域育成課題の挑戦 
     各地域で様々な問題や課題があり、青少年育成に携わる広範な関係者と連携して取組みます。 

    ① 隣のおじさんおばさん運動の取組 

       「地域の子どもは地域で育てる」で身近な行動は、自分の周りの青少年と親しくなるこ

とにあります。そのために挨拶や良いことをしていたら褒める、悪いことをしていたら叱

るといったコミュニケーションを深めることが重要です。 

       ・事例の様子をアドたよりで紹介 

    ② 子ども・若者の居場所づくり 

       子ども・若者が気軽に集い話し合える場が少なくなり、自宅でケータイ・スマホ・ゲー

ムになどにはまりこむ傾向があります。また、コミュニケーションの能力の希薄化が課題

となっています。古民家や空き商店街、公民館や交流館等できるところで居場所を考えて

いきます。 

       ・事例の様子をアドたよりで紹介 

   ③ ケータイ・スマホのネット被害から子どもを守運動 

       ケータイからスマホへと急速に高校生から、中学生、小学生へと広まりつつあり、SNS

アプリの進化は、いじめ、犯罪被害、依存症などさまざまな問題が顕在化しその対策が急

務です。とりわけ買い与える保護者の役割は大きく、保護者がネットの危険を理解し注意、

指導、見守りのペアレンタルコントロールの営みを深めでいく必要があります。 

       ・身近な場でのケータイ・スマホ講習会や研修会の開催提唱 

その他、 東日本復興支援についてできることから取組んでいきます。 

 

４ 平成２６年度会計予算 
（１） 一般会計 
収入の部                               単位：円 

科  目 ２6 年度予算額 ２5 年度予算額  増 減      付 記 

会   費 １４１，０００ １５０，０００ △９，０００ 3９県×3000 

繰 越 金 △４４，７２２   ３，１２７ △４７，８４９ 前年度繰越金 

借 入 金  ４４，７２２   ４４，７２２ 特別予算から借入 

そ の 他  ２５, ０３４             ２  ２５，０３２ 寄付金、利子等 

合   計 １６６，０３４ １５３，１２９  １２，９０５  

支出の部                                 単位：円 

会計の佐藤節子氏  
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科  目 ２６年度予算額 ２５年度予算額  増 減      付 記 

会 議 費  ３０，０００  ４３，０００ △１３,０００ 会議費 

事 業 費  ５０，０００ ７０，０００ △２０,０００  

 

 

事務費  ２０，０００  ３０，０００ △１０,０００ 印刷、用紙、封筒、角印 他 

通信費  ３０，０００  ４０，０００ △１０,０００ 切手、はがき、宅急便 

旅   費  ３０，０００ ４０，０００ △１０,０００ 旅費補助 

返 納 費  ４４，７２２   ４４,７２２  

予 備 費  １１，３１２     １２９ １１,１８３  

合   計 １６６，０３４ １５３，１２９  １２,９０５  

（２） アドバイザー認定関係特別会計 
収入の部                                  単位：円 

科  目 ２６年度予算額 ２５年度予算額 増   減 付 記 

アド認定料 １００,０００ １７５，０００ △７５,０００ ２０人×５,000 円 第３期生

アドバイザーより 

繰 越 金 ４９,７５６    ４９,７５６ 前年度繰越金 

返 納 金 ４４,７２２.  ４４,７２２.  

そ の 他  １５,０００  ３０，０００       △１５,０００ バッヂ代１５人×１０００円  

合   計 ２０９,４７８ ２０５，０００  ４，４７８  

支出の部                                  単位：円 

科  目 ２６年度予算額 ２５年度予算額 増   減 付 記 

会 議 費  １０,０００  １５，０００  △５,０００ 認定委員会等開催２回等 

事 務 費  １０,０００  １５，０００  △５,０００ コピー用紙、賞状用紙、インク

代等 

通 信 費  １５,０００  ２５，０００ △１０,０００ 案内状,認定証送付、アドたより

等郵送代 

旅   費  ６０,０００ １００，０００ △４０,０００ 委員交通費 

貸 付 金  ４４,７２２   ４４,７２２ 一般会計に貸付 

調査研究費  １０,０００  ３０，０００ △２０,０００ ２7 年調査研究費 

予 備 費  ５9,７５６  ２０，０００ ３９,７５６  

合   計 ２０９,４７８ ２０５，０００  ４,４７８  

 

第１８回全日本アド連研究集会の報告 
研究集会は「温かい 絆でつなぐ 青少年」の研究テーマ―で開催された。開会式の来賓に愛媛県知

事代理で県民環境部長の岡田清隆氏、青少年育成県民会議会長の武田正忠氏、県議会議員の森高康行氏

全日本アド連顧問上村文三氏がお越しになり、愛媛県の紹介や激励の言葉をいただきました。その後、

講座、グループワーク、懇親会、記念講演会（翌日）とプログラムが続きました。 

【e－ネット安心講座】 

携帯依存、ネットいじめ、ネット詐欺等について  

講師 総務省四国総合通信局企画管理課 西岡 優 氏 

要旨は次のとおりです。 

インターネットは

①世界の人とコミュ

ニケーションができ

る②宿泊や交通機関

の予約③音楽・ビデ

オ・ゲームができる④

ショッピングやオー

クションができる⑤居場所や安否確認ができる⑥

情報発信の主人公となれるなど便利。子どもたち

は生まれた時から、それらを使うのが「当然」と

いう環境にある。インターネットが利用できる機

器は PC,携帯電話、タブレット PC,スマートフォ

ン（スマホ）、ゲーム機、デジタル・カメラ、デジ

タル放送対応テレビ等と広がっている。保護者の

世代は本、新聞、ラジオ、テレビ等受信するだけ

という受身でしたが、子どもたちの世代は、小説・
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音楽・映像などを作り、インターネットの情報を、

発信できるという時代にある。 

今日スマホの急速な普及で、①平日の利用時間

は１６２分（自由な時間の４９％）②SNS は４

３％利用③１ヶ月のネット消費額は２万５,９００

円④スマホは３０％が所有。という現状で、ネッ

ト依存が中高生で５１万に上っている。さらに、

ネットで起きているトラブルは①写真掲載により

利用者情報の流失②個人を特定した不当請求③

違法ダウンロードを支援するアプリケーシ

ョン（アプリ）④ネットいじめ（メールでの

悪口、サイトでの誹謗中傷）などがある、ス

マホを所持する青少年の 61,8%g がネット

利用時間にトラブルを経験しているという。 

こうした対策の一つに、有害サイトなどへ

のアクセスをブロックすることが有効。国の

法律に「青少年インターネット環境整備法」

があり１８歳未満のフィルタリング設定を

義務化している。フィルタルングとは、出合

い系やアダルト等青少年に見せたくないサ

イトの閲覧を制限する機能のことで、２種類

あります。１つはホワイトリスト方式（携帯

事業者提供リスト方式）で、安全であるが、

リストにないサイトは全て閲覧できない。も

う１つはブラックリスト方式（特定分類アク

セス制限方式）で、カテゴリーに分類したサ

イトを一律的に制限するため、健全な運営を

行うサイトも閲覧できない特徴を持ってい

る。 

スマホのフィルタリングは従来の携帯電

話と違い、フィルタリングがかからない場合

がある。例として①携帯電話事業者が提供し

ている無線 LAN サービス以外の回線で提供

されることが多い無線 LAN（Wi-Fi）。②ア

プリの利用（アプリから直接インターネット

に接続する場合）。対策のひとつとして、携

帯電話会社が提供する機能制限アプリを利

用し、アプリのダウンロード制限やインスト

ール済みのアプリの起動制限を行う方法が

ある。詳しくは携帯電話事業者へ問い合わせ

る。 

スマホの注意点で、スマホはパソコンと異

なり常に電源を入れてネットワークに接続

した状態で持ち歩く通信機器。そのため利用

者の操作や行動、居場所などスマホを利用し

た履歴等の多種多様な情報を利用者が意図

せずに取得・蓄積されることが可能。アプリ

を利用するときには、プライバシー情報の取

得についての説明をしっかりと確認し、どん

な情報を取得されているか確認の上、注意し

て利用すること。 

SNS（会員制交流サトイ）の注意として

は①社会のルールを守る（常識を超えた情報

を発信しない）②SNS ごとに機能が異なる

（フェスブックは実名が基本、ツイッターは

匿名が多い。LINE アプリは人間関係が密接

等）③依存になりやすい（おしゃべり感覚で

長時間利用）。 

LINE は①無料メール（チャット、１対１

だけでなく、グループトークもできるつなが

り感が得られる）②無料通話③スタンプの楽

しさ④ホーム（簡易なブログ）⑤タイムライ

ン（投稿し友達同士で読み合える、返信も可

能）等ができるコミュニケーションサービス。

中学生、高校生に大流行でありますが、使い

方をまちがえると大きな事件やトラブルに

巻き込まれる。例として①見知らずの人と実

際に出会うことでトラブ

ルにまきこまれる。②個人

情報を教えて、自宅に押し

かけられたり、お金を要求

される。③「既読スルー」

で無視されたと怒る。グル

ープトークから退会させ

られる、仲間はずれにされ

る。顔写真や他人に知られ

たたくないことを掲載さ

れて晒し者にされる④迷

惑メールによる会員登録

で、架空請求されることがある。 

 こうしたネットトラブルは一人で悩まず

相談窓口があるので相談してみること。 

〇インターネット・ホットラインセンター  

〇警察庁インターネット安全・安心相談 

〇各都道府県警察サイバー犯罪相談窓口   

〇全国消費生活センター 

〇 イ ン タ ー ネ ッ ト 人 権 相 談 受 付 窓 口     

〇違法・有害情報相談センター 

（文責 宇野晃） 

 

【グループワーク】 
 ２５年度の札幌大会の参加者がそのまま今回全員参加となりませんでしたが、連続参加さ

れた方を中心に検証が行われ、それぞれ実践を報告しました。また、はじめての方はテーマ

に沿った実践を発表してもらいました。第１グループは「有害情報氾濫から子どもを守るた

めに、なにができますか」、第２グループは「後継者養成の２月のアド講習会に参加を増や
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す取組を行う」、第３グループは「アドバイザーの認知度が低い。実践での困難点、良好点

を共有する」、第４グループは「小さなことから始め大事に育てよう」、第５グループは「ま

ず実践！」、第６グループは「青

少年をとりまく今日的問題をよ

り明確に把握し、その解決に向け

て積極的にとりくむ」のグループ

目標の実践と、１人１人の実践目

標の取組を報告し合いました。

「県アドバイザー連協会員」の玄

関ステッカーを作製し会員に配

布し、「となりのおじさんおばさ

ん」運動を行って、その状況を機

関誌に載せた。ケータイ・スマホ

の安心な使い方の講演会を行っ

ている。アドバイーの肩書で活動

をした。PTA や保護者の意識を変える事業を行った。地域行事（祭り）の参加を呼びかけ

た等短い時間でしたが全国の仲間の活動を交換する機会となりました。全体会でのグループ

発表者は順に小田元一（愛知県）、石井光郎（北海道）、前晴夫（和歌山県）、山本邦彦（鳥

取県）、佐藤節子（神奈川県）、日比健次（福岡県）さんの方々が行いました。

      

全日本青少年育成アドバイザー連合会総会に参加して 
                      

 愛知県アド連相談役 小田 元一 

  

「人生すべて出

会いである。」本総

会に参加して痛感

した言葉です。 

 大 学 １年生の頃

ボランティア活動

に目覚め、音楽活動

を通じて約40年青

少年育成活動を継

続して参りました。 青少年育成アドバイザ

ーの存在を知った経緯は、県アド連初代会長

の鈴木一郎氏の講演を平成初期に聴講して

組織を創らず一人で頑張っているという話

を聴き、私としては個人的には尊敬している

方でありましたが、後継者を育てないのはい

かがなものかと一郎氏にも提言をして、当時

警察本部少年課の企画担当部門の仕事をし

ていた関係上、県青少年担当部局に対して青

少年育成アドバイザーの活性化を依頼して、

同志を募り旧アドへも働きかけ、私自身、自

腹で受講するから何とか組織化をバックア

ップして欲しいとお願いをし、組織を構築、

青少年育成県民会議のホームページへアド

バイザー名簿を掲載するまでに至りました。 

 もちろん私自身は公的な立場でも少年警

察という青少年に関わる仕事一筋に過ごし

て参りましたので青少年の健全育成はライ

フワークとして行っていることであり、県ア

ドの相談役や全国アド養成の講師等のお役

目は当然お受けすべきことと快諾の上、現在

に至り、今回若輩者にもかかわらず、全日本

アド連表彰の栄誉をいただきました。 

  これもひとえに宇野会長はじめ県アド連

役員及び会員の皆様のお陰だと個人として

の受賞というより県アド連がいただいたと

いう気持ちであります。 

 まだまだ未熟な組織であると感じており

ますが、皆さんボランティアで奉仕の精神を

持って社会貢献しているものであり手作り

感には親しみを感じるところではあります

が、全国アドには見識やプライドの高い方も

大勢お見えになり、総会の在り方や資料作成

に関しては尚一層努力をしなければならな

いと思いを新たにした総会でもありました。 

 しかしながら、ご当地愛媛をはじめとする

四国の皆さんが本当におもてなしの心で大

会を盛り上げていただき感謝の一言です。と

りわけ、谷本会長や司会者の方には余りある

拍手を送りたいと感謝しております。 

 全国の青少年が健やかに暮らせ健全な日

本を創るため微力ではありますが、今後とも

貢献していきたいと思いますので、皆様のお

力をお貸しいただくようお願い申し上げ感

想といたします。
 

１年間の活動の実践を報告し今後の活動を研究した

ュ考え 



 12 

新人アドバイザーの声 

 

青少年育成で思っていること 
                    青少年育成アドバイザー 海老原 景子（愛知県） 

 

私たちは現代の大人と

して、社会全体で分野を

越えてお互いに連携、協

力し必要な情報を共有し、

若者が一人１人おかれて

いる状況、問題が異なる

ことを丁寧に見極め、キ

メ細かな支援を行ってい

くべきだと思っています。といっても、たかが、

一般市民ができることには、限界があります。だ

からこそ、想いのある人が、ネットワークを組み、

地域を巻き込みながら子ども・若者を見守ってい

くことが必要であると常に思っています。私たち

大人の側からの一方的な関わりではなく、子ど

も・若者たち自身が今、何を必要としているか、

大人たちになにをしてほしいと願っているかとい

うことを大切にしながら、私は活動しています。 

私は地域で不登校・引きこもりの居場所のボラ

ンティアをしています。また、思春期の子ども達

の心と体を考えるグループで、性のことを伝えた

り、デートＤＶ防止の啓発活動をしたりしていま

す。このグループでは、昨年は地域の小・中・高

生、若者と一緒に、今回の大村先生の講座のなか

にでてきた「こどものまち」を開催しました。 

 これらの青少年に対する活動の中で、いつも伝

えたいと思っていることは、自分を大切に思う心、

自分の存在を肯定できる気持ちです。自分を認め

ることができれば、自分の周り人や物を大切にす

ることができます。 

 私の周りには、活動を一緒にしている大人たち

がたくさんいます。立場や思いは、異なるかもし

れないけれど、地域で子ども・若者のことを一緒

に考え、活動していく大人集団をつくり、情報交

換をしながら、お互いの課題や問題点を整理しな

がら、活動していきたい。これが私の青少年育成

に対する思いです。 

 

各事業予定（連絡分）  
 

１、中国・四国ブロックアドバイザー研究集会 

Ｈ2６年８月３０・３１日 鳥取県鳥取市白兎会館 

２、第９回東海北陸ブロックアドバイザー総会・研究集会  

Ｈ2６年９月６・７日 岐阜県美濃加茂市 シティホテル美濃加茂 

 ３、全国都道府県青少年育成アドバイザー連協会長会議 

    H２６年９月１４・１５日 名古屋市 愛知県青年会館  

 

【編集後記】  
愛知県刈谷市でケータイ・スマホを夜９時以降保護者が預かる取組が注目されています。いろ

いろ条件があって完璧にはいかないようですが、インターネットを通じた交流サイトでメール等

をやり続けるのをやめる口実になった。学校の保健室にくる子どもがいなくなったと概ね好評な

ようです。 

ネット空間や機器は進化し青少年を益々ネット依存や中毒にさせる恐れがあります。急速に普

及するスマートフォン、便利のはずのアプリケーションが悪用され学校現場ではいじめや、いや

がらせ、依存問題などで強く危機感を抱いています。 

家庭のルールづくりから地域へのルールづくりと広げ子ども達をネット被害や加害者となら

ないよう、青少年育成アドバイザーとしてできることはなにかを見つけ、できることを「まず実

践！」をしていくとではないかと思います。 

今回は第１８回総会、研究集会の内容を中心に編集しました。全国から多くの仲間が参加しそ

れぞれ活躍している姿に感動しました。頑張っている活動など機会をつくって今後の紙面に載せ

ていきたいと思っています。（事務局編集担当）  


